
沖縄県先島諸島における世界最大規模の大津波の実態と謎解き
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テーマ「沖縄から全国へ情報発信」
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場 所：琉球大学工学部1号館１-222教室 会場参加＋ オンライン（ZOOM配信）
（〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原1番地）

締 切：7月15日（金）
参加費：無料

MAIL:info@jaczs.com
TEL: 03-5408-8295

お問合せ先

日本沿岸域学会事務局参加申込

日

日本沿岸域学会令和4年度全国大会

https://forms.gle/SWhPq3fHqTsCTtax9

参加費無料 「土木学会継続教育（CPD）プログラム」

©ばんない堂

土木学会継続教育
CPDプログラムです



第 34回 日本沿岸域学会 全国大会シンポジウム（in Okinawa） 
テーマ：沖縄から全国へ情報発信 

 

シンポジウム概要のご紹介 

琉球大学工学部 

社会基盤デザインコース教授 

仲座栄三 

 

全国大会が沖縄（琉球大学会場）にて開催されるにおよび、シンポジウム開催を担当す

ることとなりました。本大会は、日本沿岸域学会及び当社会基盤デザインコースによる共

催の形を取らせて頂いております。シンポジウム開催の担当は、例年開催地による担当と

なっているようです。これまでの開催事例の多くでは、開催地における代表的な建設プロ

ジェクトに関するシンポジウムとなり、基調講演に続き、パネラーによるディスカッショ

ンやフロアを交えての討論となっているようです。今回は、例年と少し変わった試みです

が、『沖縄から全国へ情報発信』というテーマを挙げて、津波防災、大規模数値計算、生

態系（アリの社会とヒアリ）という観点からの情報提供となります。 

ご存じのとおり、沖縄県の先島地方においては、世界最大規模の津波記録と痕跡が存在

します。古文書によると、津波の遡上高は 28丈余（約 85m）と記録され、１万人を超え

る（当時の島の人口の約 1/3に当たる）死亡・行方不明者数が記録されています。津波規

模は世界最大規模と想定されます。その規模の絶大たるを思わせる痕跡は、宮古諸島や八

重山諸島に数多く残されている巨大な津波石に見ることができます。シンポジウムでは、

発表者の調査結果などから当地ならではの観点に立って説明が行われる予定です。 

第２の話題では、当コース水圏環境工学研究室で行われている大規模数値計算の内容が

提供されます。話題提供者の福田准教授は、長年、河川における土石流の計算を行ってお

り、土砂や流木のモデル化まで含めた複雑な計算事例が紹介されます。沿岸域学会という

ことから、話の内容を河川のみでなく、河口域、上記の巨大津波がもたらした巨大津波石

移動の直接数値計算例、海洋における土砂の投入の直接数値シミュレーションなど、非常

にユニークな計算事例が紹介される予定です。 

第３の話題は、琉球大学農学部の辻教授による「アリの社会とヒアリ」となります。辻

教授は、長年「アリ社会」に関する研究を行ってきており、この分野においては大変多く

の成果を発表されております。本講演では現代自然選択理論によって明らかになってき

た、一見平和な共同体のように見えるアリの社会内に存在する利害対立について紹介しま

す。また、昨今では、港湾都市を中心として、エイリアンとしてのヒアリの問題などが報

告されるようになってきました。沿岸域の研究者にとって我が国におけるヒアリ問題の現

状の情報を共有することは有意義だと考えられます。 

以上の３話を中心に情報提供が行われ、各話題について、フロアとの討議にできるだけ

十分な時間を当てて議論が進められる予定にいたしております。また、当コースの水圏環

境工学研究室が実施している水理学系の科目の特徴についても触れ、教育の観点からの全

国への発信にも時間が割かれる予定です。 

発表内容 PPTについては、後日、可能な限り PDF資料として公開する予定です。 
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